
R3 H31 R3 H31 R3 H31 R3 H31

平均正答率 62.4 63.4 66.6 63.4 61.9 67.8 53.7 53.4

全道との差 -0.8 0.6 -0.9 -1.1 -2.6 -4.3 -2.2 -4.7

全国との差 -2.3 -0.4 -3.6 -3.2 -2.7 -5 -3.5 -6.4

令和３年度全国学力・学習状況調査の結果概要　ダイジェスト版

　義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な
児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題
を検証し、その改善を図るとともに、学校における児童生徒への教育
活動の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取
組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

全国との比較 ほぼ同様（下位） やや低い ほぼ同様（下位） やや低い

千歳市

算数 国語 数学

中学校小学校

国語

２．令和3年度 全国学力・学習状況調査における千歳市の状況

１.全国学力・学習状況調査の目的
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【小学国語】
○「話すこと・聞くこと」領域で、右肩上がりの結果

●「読むこと」の領域や、「記述式」の問題で課題

３．小学国語・中学国語 千歳市の状況
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【中学国語】
千歳市は、その差を詰めたとはいえ、あと一歩、国語の力を高める必
要
○「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「伝統的な…」の３つで、右肩上
がり
●「読むこと」は年々低下傾向

３．小学国語・中学国語 千歳市の状況
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【小学算数】
●「思考・判断・表現」、「記述式」の部分で、課題

４．小学算数・中学数学 千歳市の状況
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【中学数学】
◯「数と式」、「関数」、「資料の活用」の３つで、右肩上がり

●「記述式」で全国との差が顕著

４．小学算数・中学数学 千歳市の状況
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５．国語における特徴的な問題 ＜R3 小学国語＞ 話すこと・聞くこと

全国平均 ７４．９％

千歳市平均 ７３．４％（－１．５ポイント）

目的に応じた資料の活用

6



５．国語における特徴的な問題 ＜R3 中学国語＞ 読むこと

全国平均 ７１．０％

千歳市平均 ６８．４％（－２．６ポイント）

登場人物の言動の意味を考え、内容を理解する
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５．算数における特徴的な問題 ＜R3 小学算数＞ 図形

正答例

【求め方】

辺BCを底辺としたとき、高さは、６×２＝１２で、

１２ｃｍです。

平行四辺形ＡＢＣＤの面積は、５×１２＝６０で、

６０㎠です。

複数の図形を組み合わせた平行四辺形について、図形を構成

する要素などに着目し，図形の構成の仕方を捉えて、面積の

求め方と答えを記述できる

全国平均 ４６．０％

千歳市平均 ４１．２％（－４．８ポイント）
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５．数学における特徴的な問題 ＜R3 中学数学＞ 資料の活用

与えられたデータから中央値を求めることができる

全国平均 ８４．５％

千歳市平均 ８７．２％（＋２．７ポイント）
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○「普段、1時間以上2時間未満勉強する」は全国と比べても高く、「学年×１０

分+１０分の家庭学習の取組」が定着。

●「普段、２時間以上勉強する」、「学校が休みの日に、２時間以上勉強する」

は、全国と比べて低い。

６．児童生徒質問紙の結果 ＜小学校 学習習慣＞
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６．児童生徒質問紙の結果 ＜中学校 学習習慣＞

○「家で、自分で計画を立てて勉強している」生徒が、あと一歩。定期テスト前の計画

表づくり、日常から予定表を記入する習慣づくりに取り組む学校もあり、その成果。

●「普段、２時間以上勉強する」、「学校が休みの日に、２時間以上勉強する」は、全国と

比べて低い。
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６．児童生徒質問紙の結果 ＜小学校・中学校 国語＞

●小中ともに、「国語の勉強は好きだ」という児童生徒が多くない。
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① 下位層や中盤層への手厚さが成果。上位層への手立てを。

② 「国語の勉強が好き」という児童生徒を育てるために、小中
ともに、国語科の授業改善。

③ 「活用の中に基礎がある」。

④ 「全国学力調査の教科問題」等の利活用。

⑤ 今年度の学力向上モデル校の取組。

７．調査結果の分析
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